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成 果 の 概 要  
 
 
 
 

平成 29 年 6 月 28 日から 29 日に開催された 2017 2nd 
International Conference on Business, Economics and 
Management において、論文投稿と研究発表を行った。投
稿した論文の枚数は 6 枚である。  
発表のタイトルは「Study on Value Delivery Process with 
Design Thinking」である。近年では、市場の成熟化、コモ
デティ化といった市場環境において競争優位を確立するこ

とが困難になっている。本研究はこれらの市場環境におい

て競争優位を確立するために、デザイン思考による価値提

供プロセスを考察し、効果的なコンセプトを提示する発表

を行った。  
 より詳細な内容としては、デザイン思考の、「着想」、「発

案」、「実現」のイノベーションのプロセスに、ラテラル・

マーケティング、積み重ね技術、ポストモダン・マーケテ

ィングを取り入れることによる効果について考察した。  
 その結果、1.「着想」のプロセスにおけるラテラル・マー
ケティングの視点による着想と、「発案」のプロセスにおけ

る発散的思考と収束的思考での発散、収束プロセスの向上、

2.「発案」における積み重ね技術を活用した新たなアイデア
の創出、「実現」におけるプロトタイプ制作のフィードバッ

ク、知見の改善、ポストモダン・マーケティングによる「実

現」での意味的価値の創出という効果を提示した。  
 今回の研究発表は、学生にとって、英語での研究発表と

いうこともあり、英語論文の記述方法、推奨される単語、

文法といった点において自己の知見を広げる良い機会とな

った。  
 以上のことから、自らの研究に対する新たな知見が得ら

れ、研究内容をより充実させることが出来たと考えられる

ため、本学会への参加と発表は有意義なものだった。  

 


